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三
月
九
日
（
木
）、
待
望
の
園
歌
が
で
き
あ
が
り
、

保
護
者
や
地
域
の
方
々
を
た
く
さ
ん
迎
え
て
発
表
会

を
行
い
ま
し
た
。

　

平
成
十
二
年
四
月
に
、
近
年
の
過
疎
化
に
伴
う

乳
幼
児
数
の
減
少
か
ら
春
日
保
育
所
、
美
束
保
育

所
、
六
合
保
育
所
（
古
屋
保
育
所
は
廃
所
）
が
統
合

さ
れ
、現
在
の「
か
す
が
保
育
園
」が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
保
育
園
に
園
歌
が
な
く
寂
し
い
思
い
を

し
て
い
た
の
で
、
合
併
で
揖
斐
川
町
立
か
す
が
保
育

園
に
な
り
、
巣
立
ち
行
く
卒
園
式
に
、「
か
す
が
保

育
園
園
歌
」
を
歌
い
た
い
と
の
願
い
か
ら
、
作
詞
は

職
員
で
、
作
曲
は
揖
斐
川
町
在
住
の
音
楽
家 

森
三

恵
子
先
生
に
お
願
い
し
ま
し
た
。
♪
お
さ
ん
ぽ
だ
い

す
き 

ら
ら
ん
ら 

ら
ん
ら
ん
ら
ん･･･

♪ 

軽
快
で
素

敵
な
歌
が
で
き
あ
が
り
、
参
加
者
全
員
笑
顔
で
歌
い

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
卒
園
式
、
入
園
式
な
ど
、
保
育

園
の
行
事
で
大
切
に
歌
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

　

こ
の
た
び
、
お
じ
ま
幼
児
園
に
鼓
笛
用
の
楽
器
が

導
入
さ
れ
ま
し
た
。

  

こ
の
鼓
笛
セ
ッ
ト
は
、（
財
）
日
本
防
火
協
会
の

防
火
・
防
災
普
及
啓
発
推
進
事
業
の
一
環
と
し
て
、

宝
く
じ
の
助
成
金
を
活
用
し
て
整
備
し
た
も
の
で
、

町
の
行
事
な
ど
で
練
習
の
成
果
を
披
露
し
て
い
き
ま

す
。

　

こ
れ
か
ら
の
、
お
じ
ま
幼
児
園
の
子
ど
も
た
ち
に

よ
る
鼓
笛
隊
の
活
躍
に
期
待
し
て
く
だ
さ
い
。

　

一
月
二
十
二
日
（
日
）
谷
汲
サ
ン
サ
ン
ホ
ー

ル
で
谷
汲
・
久
瀬
・
藤
橋
・
坂
内
中
学
校
を
対

象
に
、
二
月
十
九
日
（
日
）
揖
斐
川
町
中
央
公

民
館
大
ホ
ー
ル
で
春
日
・
北
和
・
揖
斐
川
中
学

校
を
対
象
に
、
揖
斐
川
町
合
併
記
念
文
化
フ
ェ

ス
タ
「
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
楽
し
も
う
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

岐
阜
県
交
響
楽
団
を
招
い
て
ク
ラ
シ
ッ
ク
音

楽
の
鑑
賞
や
「
指
揮
者
体
験
コ
ー
ナ
ー
」
に
お

い
て
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
指
揮
の
体
験
、
ま
た
、

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
演
奏
に
あ
わ
せ
て
の
合
唱
が

行
わ
れ
、
参
加
し
た
生
徒
た
ち
は
、
す
ば
ら
し

い
体
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

三
月
七
日
か
ら
九
日
に
揖
斐
川
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
の
援
助
で
、
子
ど
も
が
あ
ら
ゆ
る
権
力
の

濫
用
（
い
じ
め
、
虐
待
、
誘
拐
、
痴
漢
な
ど
）
か

ら
自
分
を
守
る
た
め
の
人
権
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｃ

Ａ
Ｐ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
）
を
久
瀬
、
藤
橋
、
坂
内

の
三
保
育
園
合
同
で
行
い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
が
自
分
の
権
利
を
守
る
事
で
『
安
心 

自

信 

自
由
』
を
獲
得
し
、
自
分
を
大
切
に
し
て
生
き

て
い
く
方
法
を
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

保
護
者
対
象
と
園
児
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
セ
ッ
ト
で

行
わ
れ
「
親
と
し
て
参
考
に
な
り
ま
し
た
、
毎
年

受
け
ら
れ
る
と
良
い
で
す
ね
。」
の
声
も
あ
り
ま

し
た
。

オーケストラの演奏にあわせて合唱子どもワーク

鼓笛楽器がそろいました 園歌を披露しました
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二
月
十
八
日
（
土
）
に
谷
汲
徳
積
地

内
に
お
い
て
岐
阜
県
重
要
無
形
文
化
財

に
指
定
さ
れ
て
い
る
「
谷
汲
踊
」
が
披

露
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
踊
り
は
平
家
滅

亡
の
と
き
に
勝
利
を
祝
っ
て
源
氏
の
武

士
が
踊
っ
た
の
が
始
ま
り
と
さ
れ
て
お

り
、
今
で
は
雨
乞
い
や
豊
年
を
祈
願
し

踊
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
十
人
の
太
鼓
打
ち
が
胸
元
に

吊
る
し
た
大
太
鼓
を
打
ち
鳴
ら
し
、
背

負
っ
た
「
シ
ナ
イ
」
を
豪
快
に
揺
さ
ぶ

っ
て
踊
り
、
鮮
や
か
で
勇
壮
な
こ
の
舞

を
一
目
見
よ
う
と
約
二
万
人
の
観
光
客

が
詰
め
掛
け
ま
し
た
。

　

二
月
十
九
日
（
日
）、
揖
斐
高
原
日

坂
第
二
ゲ
レ
ン
デ
で
、
ス
ノ
ー
バ
ト
ル

ク
ロ
ス
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ス
ノ
ー
バ
ト
ル
ク
ロ
ス
と
は
、
ス
キ

ー
、
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
を
は
ず
し
た
状
態

で
地
面
に
伏
せ
て
待
機
ス
タ
ー
ト
と
同

時
に
板
を
装
備
し
て
コ
ー
ス
イ
ン
し
、

競
う
も
の
で
す
。

　

ス
キ
ー
、
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
の
各
男
女

四
部
門
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し

た
。

身近な地域の出来事・話題を揖斐川町役場総務課人事広報係、または各振興事務所振興課振興係までお寄せください。

　

勇
壮
華
麗
な
舞
を
披
露

素晴らしい滑り 谷汲踊を披露

　

二
月
十
二
日
（
日
）、
谷
汲
名
礼
の
六
ツ
名
静
子

さ
ん
が
百
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
二
月
十
二
日
（
日
）、
日
坂
の
小
林
周
さ
ん

が
、
二
月
二
十
八
日
（
火
）、
市
場
の
小
椋
雪
子
さ

ん
が
、
三
月
五
日
（
日
）
に
乙
原
の
高
橋
つ
ね
さ

ん
が
九
十
五
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

ご
長
寿
に
つ
い
て
、
六
ツ
名
さ
ん
は
何
事
に
も

前
向
き
で
く
よ
く
よ
せ
ず
、
昔
か
ら
生
活
、
食
べ

物
な
ど
す
べ
て
の
こ
と
に
つ
い
て
気
を
つ
け
て
こ

ら
れ
た
こ
と
が
良
か
っ
た
そ
う
で
す
。

　

小
椋
さ
ん
は
現
在
も
大
変
お
元
気
で
、
毎
日

畑
で
野
菜
を
作
っ
た
り
、
家
事
を
何
で
も
こ
な
さ

れ
、
一
日
中
動
い
て
い
る
こ
と
が
良
い
と
話
さ
れ

ま
し
た
。

　

高
橋
さ
ん
は
、
何
で
も
好
き
嫌
い
な
く
、
な
ん

で
も
食
べ
ら
れ
、
食
べ
る
こ
と
に
常
に
感
謝
さ
れ

て
い
る
そ
う
で
す
。

　

百
歳
、
九
十
五
歳
を
迎
え
ら
れ
た
皆
さ
ん
に
は
、

長
寿
の
祝
と
褒
賞
金
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
長
生
き
し
て
く
だ
さ
い
。

95歳を迎えられた高橋つねさん 95歳を迎えられた小椋雪子さん 95歳を迎えられた小林周さん

100歳を迎えられた六ツ名静子さん
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二
月
二
十
四
日
（
金
）、
行
政
改
革
推
進
委
員
会

か
ら
宗
宮
町
長
へ
、
揖
斐
川
町
行
政
改
革
大
綱
の
答

申
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
委
員
会
で
は
、
平
成
十
七
年
九
月
か
ら
、
町
長

の
諮
問
を
受
け
、
組
織
や
事
務
事
業
な
ど
の
見
直
し

に
つ
い
て
慎
重
に
審
議
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

答
申
に
お
い
て
は
、
改
革
事
項
だ
け
で
な
く
、
樋

口
直
嗣
委
員
会
会
長
か
ら
、「
改
革
大
綱
は
作
成
す

る
こ
と
が
目
的
で
は
な
く
、
着
実
に
実
行
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
住
民
と
と
も
に
積
極
的
に
改
革
を
行

う
こ
と
を
希
望
し
ま
す
。」
と
、
委
員
会
意
見
も
あ

わ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

揖
斐
川
町
で
は
、
こ
の
答
申
を
基
に
、
平
成
二
十
一

年
度
ま
で
の
「
揖
斐
川
町
行
政
改
革
大
綱
」
を
作
成
し
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
公
表
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

二
月
十
四
日
（
火
）、
久
瀬
中
学
校
で
「
若
者
政

策
提
案
事
業
」
の
一
環
で
取
り
組
ん
で
き
た
提
案
の

発
表
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
若
者
政
策
提
案
事
業
」
と
は
地
域
の
産
学
官
の

連
携
で
「
人
づ
く
り
」
の
推
進
を
目
指
す
西
濃
地
域

振
興
局
の
事
業
で
す
。

　

久
瀬
中
学
校
で
は
、「
す
べ
て
の
人
が
共
に
生
き

る
社
会
を
つ
く
る
た
め
に
、
自
分
は
ど
う
行
動
す
る

か
を
福
祉
の
視
点
で
考
え
る
」
を
テ
ー
マ
に
岐
阜

経
済
大
学
の
山
田
先
生
と
と
も
に
研
究
し
て
き
ま
し

た
。
三
人
の
代
表
の
生
徒
が
実
技
や
ア
ン
ケ
ー
ト
の

結
果
を
取
り
入
れ
堂
々
と
発
表
し
ま
し
た
。

　

こ
の
研
究
の
成
果
が
今
後
生
か
さ
れ
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

〜
揖
斐
川
町
行
政
改
革
推
進
委
員
会
が
行
政
改
革
大
綱
を
答
申
〜

立派な発表がされました

　

二
月
二
十
四
日
（
金
）、
揖
斐
川
町
第
一
次
総
合
計

画
の
基
本
構
想
案
が
、計
画
審
議
会（
樋
口
直
嗣
会
長
）

よ
り
宗
宮
町
長
に
答
申
さ
れ
ま
し
た
。

　

基
本
構
想
案
は
、「
自
然
と
歴
史
が
育
む 

ふ
れ
あ

い
と
活
力
の
あ
る
健
康
文
化
都
市
」
を
将
来
像
に
、

①
人
と
自
然
が
共
生
す
る
快
適
な
ま
ち　

②
健
康
で
思
い
や
り
に
満
ち
た
文
化
の
薫
る
ま
ち　

③
ふ
れ
あ
い
豊
か
な
活
力
に
満
ち
た
ま
ち　

④
住
民
と
と
も
に
考
え
、
新
た
な
地
域
づ
く
り
を
実

　

践
す
る
ま
ち

の
四
つ
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。
答
申
さ
れ
た
基
本

構
想
案
は
、
平
成
十
八
年
三
月
の
議
会
に
上
程
さ
れ
、

可
決
さ
れ
ま
し
た
。今
後
、こ
の
基
本
構
想
に
沿
っ
て
、

住
民
の
視
点
で
、
住
民
と
と
も
に
新
し
い
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

な
お
、計
画
審
議
会
で
は
、引
き
続
き
審
議
を
進
め
、

平
成
十
八
年
度
中
に
具
体
的
な
施
策
を
盛
込
ん
だ
基

本
計
画
案
に
つ
い
て
答
申
す
る
予
定
で
す
。

　

こ
の
た
び
、
大
和
小
学
校
三
年
の
竹
中
宏
旭
さ
ん

が
、
全
国
ホ
ー
プ
ス
選
抜
卓
球
大
会
へ
の
出
場
を
決

め
、
宗
宮
町
長
へ
報
告
に
訪
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
三
年
生
以
下
、
四
年
生
以
下
、
五
年

生
以
下
、
六
年
生
以
下
二
組
の
一
チ
ー
ム
五
名
の
各

都
道
府
県
の
代
表
選
手
で
戦
わ
れ
、
竹
中
さ
ん
は
岐

阜
県
の
代
表
選
手
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

竹
中
さ
ん
は
、「
自
分
の
全
力
を
尽
く
し
て
、
あ
き

ら
め
ず
最
後
ま
で
試
合
を
戦
い
た
い
。」
と
抱
負
を
述

べ
ま
し
た
。

　

大
会
で
の
健
闘
を
お
祈
り
し
ま
す
。

〜
揖
斐
川
町
計
画
審
議
会
が
総
合
計
画
案
を
中
間
答
申
〜

竹中さん頑張ってください 総合計画案の中間答申を受ける宗宮町長

行政改革大綱の答申を行う樋口委員会会長


